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＜今年度の北病棟Ｇの取り組み＞藤原SGMより

【計画概要】　当病棟で療養される患者様は様々な理由で入院が長期に及び、年齢層も高くなりつつある。それに伴い生活レベルの低下が予測され、ADLの維持・生活の質の向上等、患者様及びご家族への個々のニーズに合ったプログラム、ケアの提供が必要である。また、社会復帰及び社会参加に向け他の専門職者と協力し、効果的なチームでのアプローチを図ると共に、看護・介護の質の向上、人材育成を取り組み課題として、専門職としてのプロ意識、目的意識をもって行動できるスタッフの責任能力向上を目指して事業を展開していく。
【今期病棟目標】

１、患者様及びご家族が安心して、看護サービスを受ける事ができる。
（１）患者様及び家族のニーズを把握し、個々に合わせたケアを提供できる。
1 ナイトプログラム。患者様による生活の質向上への意識作りの場面として設定し、実施・援助、評価に繋げる。
2 H18ニーズ調査を元に（各病棟・委員会との連携し）家族交流会にニーズを組み込む。

3 看護計画充実を図り、日課やプログラムへ連続性のあるケアを提供し、自立した日常生活及び生活の質向上に向け援助する。

意見…・昨年度は退院前訪問指導を実施し、自宅復帰に向け援助を行い家族との関係強化も図れた為、より充実化を図って行きたい。(下平SW)

・患者様のゴールを設定しながら看護計画を立案しスケジュールを逆算して組み退院後前の援助を設定していく事が大事。（阿部）

意見…・ナイトプログラムの運営について、プログラムの運営サポートとは具体的にどのような事を行うのか？（加藤）

　　　・ナイトプログラム改訂企画を確認して下さい。H18年度末に各業務担当の年度報告を行った理由は、連絡事項や引継ぎ事項がスムーズに行える事も意図している。（阿部）

２、スタッフの意識、責任能力の向上。
（１）自ら業務計画を立て、実施・報告ができる。
①　Wiz個人スケジュールの徹底。

②　スタッフ個々に業務を明確にし、実施及び評価までを担当として責任もって行なう。毎月カンファレンスにて、進捗状況・評価・検討を行なう。
３、看護G間の連携構築。
（１）病棟課題（問題点）の抽出。
1 病棟機能の明確化

2 各チームとの連携

③　地域(社会復帰施設)との連携
意見…・昨年と今年の取り組みの中で違う部分・重点項目は？（盛田）

・①ナイトプログラムの実施展開②学術にて行ったご家族のニーズ調査を元に家族ケアの充実③スタッフの責任性の向上を図る事を重点項目としている。（藤原SGM）
・ナイトプログラムは10年以上同じようなプログラムを実施しスタッフ、患者様ともマンネリ化があり昨年度小グループ化を図り、目標別に対象患者様をリストアップし移行期間を設けてきた。今年度実施展開しより充実化を図りたい。スタッフへは担当業務の進捗状況を毎月カンファレンス内にて報告して頂いてきた。今年度はステップアップしスタッフ自身がスケジュール管理を行い、業務に責任性を持つ事をポイントとしている。

（阿部）

　　　意見…・社会復帰病棟としての機能を有効活用する為にはスタッフの知識拡大が必要では？（盛田）

　　　　　　・カンファレンスでの勉強会もそうだが、SGM・JGMと協力し看護・介護の勉強会の検討をしていく。（阿部）

佐藤AOMより

各スタッフ北病棟の病棟機能を理解し、どのような問題や課題があり、どのような役割を持って実行するのかきちんと把握する事。昨年ナイトプログラムの改定に関して、個別ケアを特化させる事を課題として取り組み、今年度は具体的な形での結果が求められる。患者様個々の生活上の問題点を導きだす、時間やプログラム内容を提供して頂く事を望む。

ナイトプログラムを中心として、各業務の担当（服薬・社会復帰等）が全て関わってくる病棟を動かす大きなプログラムの為、担当スタッフには資格者も配備するよう管理者は検討をする事。

目標を設定しその過程の中（ケアプロセス）が重要になる。全ての業務が結びついているという意識を持ち、日々の看護を実践して頂きたい。




























